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明
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し
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お
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と
う
ご
ざ
い
ま
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し
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お
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い
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上
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す
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年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は｢

絆｣

で
あ
り
ま

案
全
て
承
認
可
決
さ
れ
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
や
台
風
被
害
で
家
族
の
大

し
た
。
主
な
議
案
は
①
暴

切
さ
を
感
じ
、
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
に

力
団
排
除
条
例
の
施
行
に

加
え
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の

伴
い
、
暴
力
団
の
蟹
江
町
の
公
的
施
設

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
理
由
に
挙
が
り
ま
し
た
。

の
使
用
が
不
許
可
に
な
り
ま
し
た
。

絆
と
は
、(

離
れ
な
い
よ
う
繋
ぎ
と
め
る
綱
の

②
蟹
江
南
保
育
園
の
追
加
工
事
が
認
め

意
味
か
ら)

、
家
族
や
友
人
な
ど
、
人
と
人
を
離

ら
れ
ま
し
た(

東
側
敷
地
境
界
板
柵
等)

れ
が
た
く
し
て
い
る
断
つ
こ
と
の
出
来
な
い
結

◇
全
員
協
議
会
で
は
、
旧
蟹
江
高
校
跡

び
つ
き
を
云
い
ま
す
。
又
、
絆
さ
れ
る
は
、
ほ

地
に
つ
い
て
話
合
わ
れ
、
町
と
し
て
正

だ
さ
れ
る
と
読
み
ま
す
。

式
に
取
得
を
県
に
申
し
入
れ
る
。
取
得

さ
て
、
大
震
災
の
衝
撃
を
経
験
し
た
こ
と
に

費
用
は
５
億
円
を
目
処
と
す
る
。
活
用

よ
り
、
地
域
や
家
族
の
絆
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

に
つ
い
て
は
中
長
期
的
に
考
え
近
鉄
富

す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

吉
駅
南
地
区
と
一
体
的
に
町
づ
く
り
を

し
て
地
域
の
絆
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

進
め
る
。
短
期
的
に
は
、
広
域
避
難
場

ィ
ー
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ

所
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

て
い
ま
す
。
安
心
安
全
を
の
た

既
存
建
物
は
南
校
舎
だ
け
を
再
利
用
す

め
に
繋
が
り
を
求
め
る
意
識
が

る
。
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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詳
し
く
は
後
援
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を


